
　
「
地
球
温
暖
化
」
と
い
う
言
葉

を
聞
き
始
め
て
か
ら
も
う
久
し
く

な
り
ま
す
。
ご
存
じ
の
と
お
り
地

球
温
暖
化
と
は
二
酸
化
炭
素
な
ど

の
温
室
効
果
ガ
ス
が
増
え
た
こ
と

に
よ
り
地
球
の
温
度
が
年
々
上
昇

し
て
い
る
現
象
の
こ
と
で
す
。
世

界
各
地
で
は
、
温
暖
化
に
よ
る
す

さ
ま
じ
い
台
風
や
豪
雨
、
逆
に
雨

が
ほ
と
ん
ど
降
ら
な
く
な
る
な
ど

の
異
常
気
象
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

人
吉
市
で
も
30
年
前
と
比
べ
る

と
年
間
の
平
均
気
温
が
約
１
度
、

最
高
気
温
が
約
1.3
度
上
昇
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
数
年
は
大
型

台
風
や
集
中
豪
雨
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
決
し
て
他
人
事
で
は
な

い
の
で
す
。

　　

ど
う
す
れ
ば
地
球
温
暖
化
を
防

げ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
の
た
め

に
は
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
減

ら
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
で
は
、

温
室
効
果
ガ
ス
を
減
ら
す
た
め
に

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
？
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
身
近

な
「
６
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
」
を
起

こ
す
こ
と
。
簡
単
で
す
よ
ね
？
大

切
な
こ
と
は
ひ
と
り
ひ
と
り
が
具

体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ

と
で
す
。
さ
っ
そ
く
今
日
か
ら
取

り
組
み
始
め
ま
し
ょ
う
！

「
６
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
」
で
防
ご
う 

地
球
温
暖
化

　
　
　
　
　

〜
ひ
と
り
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
か
ら
〜

冷房は28℃、暖房は20℃

ムダなアイドリングをストップコンセントはこまめに抜こう

じゃ口はこまめに閉めよう過剰包装を断ろう

エコ製品を選んで買おう
市役所でも取り組んでいます〜人吉市「チーム・マイナス３％」計画〜

第２次人吉市地球温暖化対策実行計画〜平成19年度報告〜

単位
平成 16年度 平成 19年度
実績数値 実績数値 削減数値 削減率

総排出量 t 3,183 3,232 -49 −1.5％
電気 kwh 6,440,802 6,740,086 −299,284 −4.6％
ガス kg 1,755 3,053 −1,298 −74.0％
水 ㎥ 193,621 99,390 94,231 48.7％
燃料 ℓ 246,809 237,586 9,223 3.7％

排出量 (t)

3,183

H18H17H16

3,113
3,136

温室効果ガス総排出量の年度別推移

3,100

3,000

3,200
3,232

H19

平成 16年度比
1.5％増

年度

　

人
吉
市
で
は
、
第
１
次
人
吉
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の
結

果
を
踏
ま
え
、
新
た
に
第
２
次
実
行
計
画
（
平
成
18
年
度
か
ら
22
年

度
ま
で
）
を
策
定
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の
３
％
削
減
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
前
年
度
に
引
き
続
き
、
平
成
19
年
度
分
の
結
果

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　
温
室
効
果
ガ
ス
の

　
　
総
排
出
量
の
推
移

　

平
成
19
年
度
の
市
役
所
本
庁
お

よ
び
出
先
機
関
の
事
務
・
事
業
に

お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
総
排
出

量
は
３
，
２
３
２
ト
ン
で
し
た
。

こ
れ
は
基
準
年
で
あ
る
平
成
16
年

度
か
ら
比
較
す
る
と
残
念
な
こ
と

に
1.5
％
の
増
加
、
第
２
次
計
画
の

目
標
数
値
で
あ
る
３
％
削
減
と
比

較
す
る
と
４
．
６
６
％
の
増
加
に

な
り
ま
し
た
。
平
成
16
年
度
か
ら

年
々
減
少
し
て
き
た
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
が
な
ぜ
19
年
度
は
増
加

し
た
の
で
し
ょ
う
か
？

項
目
別
使
用
量
の
推
移

　

項
目
別
の
目
標
達
成
状
況
を
見

る
と
、
平
成
16
年
度
と
比
較
し
て

「
水
」、「
燃
料
」の
使
用
量
が
減
少
、

「
電
気
」、「
ガ
ス
」
の
使
用
量
が

増
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
電
気
」、「
ガ
ス
」
の
使

用
量
の
増
加
が
原
因
で
平
成
19
年

度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
が
増
加

し
た
の
で
す
。

　

電
気
使
用
量
の
増
加
の
要
因
と

し
て
は
、
平
成
19
年
度
は
渇
水
期

が
例
年
以
上
に
多
か
っ
た
た
め

に
、
水
道
局
ポ
ン
プ
汲
み
上
げ
に

要
す
る
電
気
使
用
量
が
増
加
し
た

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

ガ
ス
の
使
用
量
に
つ
い
て
は
、
市

内
コ
ミ
セ
ン
の
利
用
件
数
の
増
加

が
主
な
要
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま

す
。

今
後
の
取
り
組
み

　

市
で
は
、
平
成
19
年
度
の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
の
増
加
と
い
う

結
果
を
受
け
、
今
後
、
今
以
上
の

事
務
事
業
の
効
率
化
を
推
進
し
、

昼
休
み
時
間
な
ど
の
不
要
な
照
明

の
消
灯
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
や
ウ
ォ
ー

ム
ビ
ズ
の
取
り
組
み
に
よ
る
室
内

温
度
の
適
正
管
理
、
公
用
車
の
使

用
方
法
見
直
し
に
よ
る
ガ
ソ
リ
ン

使
用
量
の
削
減
な
ど
、
各
項
目
の

削
減
に
向
け
て
全
庁
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
実
行
委
員
会
や
各
課
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
実
施
し
、
温

暖
化
に
対
す
る
職
員
ひ
と
り
ひ
と

り
の
意
識
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
を

は
じ
め
、
市
内
の
企
業
や
事
業
所

な
ど
に
対
す
る
情
報
提
供
や
啓
発

な
ど
、
計
画
に
沿
っ
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

衛
生
員
連
合
会
、地
球
の
環
（
わ
）

を
ま
も
り
隊
、
ご
み
指
導
監
視
員

な
ど
の
関
係
団
体
と
の
協
力
体
制

を
今
ま
で
以
上
に
強
化
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
各
校
区
の
不
法

投
棄
調
査
回
収
、
ご
み
の
正
し
い

出
し
方
の
指
導
、
各
町
内
会
な
ど

を
対
象
に
し
た
環
境
学
習
会
や
ご

み
分
別
体
験
を
実
施
す
る
な
ど
、

人
吉
市
全
体
で
地
球
温
暖
化
対
策

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

計画の対象範囲と目標
　市役所本庁と出先機関（小中学校を含む）を含めた全ての事務・事業から排出される温
室効果ガスを平成22年度までに平成16年度比で３％削減すること。

※平成16年度数値＝3,183トン　⇒　目標値＝3,088トン

項目別使用量一覧表

ＳＴＯＰ！
温 暖 化

　
【
問
合
せ
】

　
市
環
境
課
廃
棄
物
対
策
係

※この「６つのアクションプラン」は、京都議定書による温室効果ガス排出量６％の削減を目指す国民プロジェ
クト「チーム・マイナス６％」が温室効果ガスの削減のために設定したものです。
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事　業　名 予　算　額

総 務 費

九州市長会開催に要する経費 260万8千円
新地方公会計制度構築に要する経費 500万円
国際交流推進事業（姉妹都市締結・青少年国際交流経費） 480万5千円
衆議院議員選挙事務に要する経費 1,735万円

民 生 費

地方消費者行政活性化事業に要する経費 405万6千円
国民健康保険事業特別会計繰出金 3億1,349万9千円
介護保険特別会計繰出金 4億7,189万4千円
熊本県後期高齢者医療広域連合負担金 3億9,938万円
障害者自立支援給付費及び地域生活支援事業 4億8,874万6千円
保育所運営費負担金 11億1,697万1千円
乳幼児医療費助成事業 7,500万円
生活保護費 6億92万4千円

衛 生 費

妊婦健康診査に要する経費 2,514万4千円
健康増進法等に係る各種検診委託料 6,490万9千円
人吉球磨広域行政組合負担金（し尿・ごみ処理施設・葬斎場） 10億6,107万3千円
一般廃棄物収集・運搬業務委託 1億112万9千円

労 働 費 緊急雇用対策に要する経費（市単独分） 724万4千円
ふるさと雇用再生特別交付金事業及び緊急雇用創出事業 4,019万円

農林水産業費

非主食用米緊急生産実証モデル事業 100万円
農道・水路改修工事（市単独分） 1,218万円
特定鳥獣適正管理事業（シカ・サルの駆除） 447万4千円
森林整備地域活動支援事業（交付金） 1,414万5千円

商 工 費

人吉市工業用地造成事業特別会計繰出金 5,759万4千円
中小企業経営安定資金等貸付預託金 1億7,500万円
日本百名城人吉お城まつり実行委員会補助金 1,200万円
人吉温泉観光協会（ＳＬ運行に伴う特別事業）補助金 600万円

土 木 費

道路新設改良事業（西間地内第３号線など） 1億3,055万9千円
橋梁新設改良事業（人吉橋橋梁補強・補修工事） 1億4,666万8千円
公営住宅建設事業（立野団地外壁改修工事など） 4,029万2千円
公共下水道事業特別会計繰出金 3億8,000万円
中川原公園整備事業 7,500万円
都市計画街路事業（紺屋町南町線外１線） 5,900万7千円

消 防 費 人吉下球磨消防組合負担金 4億212万5千円
防災基盤整備事業（防火水槽築造工事など） 1,996万2千円

教 育 費

特別支援教育に要する経費 1,499万1千円
学校耐震化事業（西瀬小学校校舎補強・改修工事） 1億379万1千円
人吉東小学校校舎屋根改修工事 6,200万円
史跡人吉城跡保存整備事業（御館跡及び周辺整備工事など） 3,728万3千円
給食センター調理業務委託に要する経費 6,346万円

市 税

その他

地方交付税

国庫支出金

その他
県支出金

市 債

依存財源

自主財源
28.5％

62.2％

37.8％

4.7％

6.6％

7.0％

11.5％

32.4％

9.3％

38億1,703万4千円

6億4,069万7千円

8億9,060万9千円

9億3,210万円

15億3,854万1千円

43億4,000万円

12億3,885万1千円

その他農林水産業費
商 工 費

消 防 費

土 木 費

教 育 費

総 務 費

衛 生 費
公 債 費

民 生 費

2.6％
2.6％

3.6％

3.7％

8.8％

9.0％

10.3％

11.3％
11.9％

36.2％

48億5,490万7千円

3億3,728万8千円

3億5,359万4千円

4億7,954万4千円

4億9,813万9千円

12億1,219万9千円

13億8,510万9千円

15億1,322万3千円

15億8,712万7千円

11億7,670万2千円

平成21年度一般会計予算

133億9,783万2千円
　平成 21年度当初予算が議決されましたので、その概要をお知らせします。一般会計予算は、133 億
9,783 万２千円で、前年度当初予算額と比較すると、約９千万円の減となりました。

歳　入　（ 構 造 別 ）

歳　出　( 目 的 別 ）

平成21年度の主な事業

自主財源＝市町村が自主的に収入するもの
依存財源＝国や県の意思決定に基づき収入されるもの

さらに詳しい内容については、市のホームページをご覧ください！
市ホームページ：http://www.city.hitoyoshi.kumamoto.jp

【問合せ】市財政課財政係 人吉市の財政状況

 民 生 費
子どもや高齢者などの支援に使うお金
 公 債 費
市の借金（市債）を返済するお金
 衛 生 費
健康診断やごみ処理などに使うお金
 総 務 費
市の全般的な運営管理に使うお金
 教 育 費
小・中学校や生涯学習などに使うお金
 土 木 費
道路や橋梁などの整備や維持管理に使うお金
 消 防 費
消防組合負担金、消防団活動などに使うお金
 商 工 費
商工・観光振興に使うお金
 農林水産業費
農業・林業振興に使うお金
 そ の 他
議会費、労働費、災害復旧費など

　自 主 財 源
 市税
市民・事業所から納められる税金
 その他
使用料・手数料・繰越金・繰入金など

　依 存 財 源
 地方交付税
国が財政状況に応じて配分するお金
 国庫支出金
特定の事業のため国から交付されるお金
 市債
特定の事業のため借り入れるお金
 県支出金
特定の事業のため県から交付されるお金
 その他
地方譲与税や各種交付金など
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　対象となる施設は次のとおりです。個人の方は手帳の提示を、団体の場合は減免申請書を事前に提出してく
ださい。詳しくは各施設の問合せ先へおたずねください。

半額になる施設 個人・団体の別 問合せ個人 団体
岳寿館 ○ 市高齢者支援課介護保険係
田野活性化センター ○ 市農業振興課農政係
学校施設（小学校運動場照明施設・小中学校体育館） ○ 市教育総務課総務係

カルチャーパレス
○

プラネタリウム
観覧料

○
コミュニティ
棟の施設

市施設管理課カルチャーパレス係

公民館（コミセン） ○ 市社会教育課生涯学習係

体
育
施
設

第一市民運動広場 ○

スポーツパレス
（市体育協会）
☎２２–１６８８

村山公園テニスコート ○
弓道場 ○ ○
射撃場 ○
市民プール ○ ○
スポーツパレス ○ ○
川上哲治記念球場 ○
相撲場 ○

４月から障がい者の方と障がい者の福祉向上を目的とする団体の
施設使用料が半額になりました

あなたの年金 このままで大丈夫！？

公的年金制度は、『世代と世代の支え合い』を理念としている『世代間扶養』のしくみです。
現役世代が支払う保険料で高齢者世代を支え、やがて働き手が老後を迎え、新しい世代によって支えられるこ

とになるのです。
　つまり、公的年金制度があるからこそ、親の老後の生活費を心配せずに暮らすことができるのです。

高齢基礎年金２人分の満額は毎月13万2,000円。
　さて、個人で確保するためにはパート労働なら時給650円・月200時間以上が必要です。あなたは65歳以降、

１日８時間の労働を何歳まで続けることができますか？
　公的年金制度は、長い老後の安心と、みんなを生涯守ってくれる大切なものです。あなたは老後の生活費をどうし
ますか？

人生には、事故にあったり、、病気になったりといった“万が一”のことが起こる場合があります。
　そんな時に、公的年金が障害年金や遺族年金であなたをサポートします。こうした“万が一”の保障は、老後

生活の保障以上に価値があるのです。
ただし、こうした年金も、当然のことながら保険料の未納が続いてると受けられなくなってしまいます。予測不可能
なことだけに、起こってから未納を後悔しても遅すぎます。あなたは大丈夫ですか？

少子高齢化にともない、保険料が増加することは避けられませんが、年金給付水準を見直し、さらに一定の積立
金の運用収入をあてるなどして、将来世代の負担が大きくならないようにしていきます。

　こうして年金制度への不安な部分の改正を行い調整しています。
　公的年金制度はつぶれることはありません。公的年金制度の理念である『社会全体での世代間扶養』の考え方を正
しく理解し、守り育てていきましょう。

国民年金の保険料納付は法律で義務付けられています！

老後？何とかなるでしょ。

高齢者世帯の96％が公的年金を受給。
そのうち58％は公的年金だけが収入源です。

年金？まだ先のことだし…

年金は、老後だけではありません。もしもの場合にももらえる年金があります。

どうせもらえないんでしょ？

国が責任をもって運営している制度です。年金制度がつぶれることはありません！

保険料納付をおろそかにしていると・・・

問合せ　八代社会保険事務所業務課　（☎０９６５–３５–６１２３）、市保険年金課国保年金係

保険料？周りも納めてないし…
熊本県国民年金

イメージキャラクター
ミナクルちゃん

採用予定人数　１人
受 験 資 格　①昭和34年４月２日以降に生まれた方
　　　　　　　②社会福祉士の資格を現に有している方で、資格登録後に行政機関や社会福祉施設などで
　　　　　　　　相談援助に関する職務経験が１年以上ある方（平成21年３月31日現在）
　　　　　　　③平成21年８月1日から勤務可能で、かつ人吉市内に居住できる方
試験日・場所　【1次試験】　６月７日（日）午前８時30分　
　　　　　　　試験場：市役所本庁舎
　　　　　　　試験の種類＝教養試験（大卒程度）、作文試験、一般性格診断検査
　　　　　　　【2次試験】　日時・試験場は、1次試験合格者に通知。
　　　　　　　試験の種類＝人物試験（人柄などについての個別面接による試験）
受 付 期 間　５月11日（月）〜 22日（金）午前８時30分～午後５時15分（土日除く）。
　　　　　　　※郵送の場合は、５月22日（金）消印有効。
　　　　　　　　郵送により請求する場合は、市総務課職員係にお問い合わせください。
申 込 方 法　申込書を持参・郵送されるか、市のホームページから申し込んでください。申込書は市総務課
　　　　　　　職員係（本庁舎２階）に用意してあります。
問 合 せ　市総務課職員係
ホームページ　http://www.city.hitoyoshi.kumamoto.jp

人吉市職員採用試験
—社会福祉士職務経験者特別募集—

96％ 58％

年金受給
収入が年金のみ
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①施設栽培終了後は、ハウスの密閉を 1週間以上行い、小害虫を完全に死滅させてから片付ける。
②ハウス内および周囲の野良生え作物や雑草は、徹底して除去する。
③ウイルスが感染する作物の連続栽培をさけ、感染作物のない期間を設けてウイルスの伝染（つながり）を
　断ち切る。
④ハウス内にいるコナジラミやアザミウマなどの密度を下げる。
⑤病害虫に強い作物作りを心がける。
⑥病気にかかったトマト・ミニトマト・キュウリなどは抜き取って土に埋める。

施設栽培農家の皆さんへ

　「葉たばこ黄
おうはん

斑えそ病」は、葉たばこ耕作農家にとって重大な病気で、感染すると葉たばこが収穫できな
くなります。
　この病気は、ジャガイモが保毒している病原ウイルスをアブラムシが伝搬することにより発病します。
このためジャガイモの作付けにあたっては、次のことについてご協力をお願いします。
①葉たばこ耕作地域でジャガイモへのアブラムシ防除剤を散布する。
②堀り残しイモや捨てないイモは畑から除去する。
③葉たばことジャガイモの近接栽培は避ける。
④検定済みの健全な種イモを作付けする。

　農薬を使用する時は、必ず登録された農薬を使用し、ラベルなどで収穫前使用日数や使用回数、希釈倍
数などを確認して使用方法を必ず守ってください。また、薬剤が周辺作物へ飛散しないように飛散防止対
策を徹底してください。

農薬を使用される皆さんへ

農業振興課からお知らせ
病害虫防除のため、次のことについてご協力をお願いします。

ジャガイモを栽培される方へ
葉たばこ黄斑えそ病の防除協力

【問合せ】　市農業振興課農畜産係

　公民館で楽しく学んで、知識や技術を習得。生きがいのある生活にしませんか？あなたの学びが地域づくりや仲間
づくりにつながります。他校区からの受講もできますので、多くの方の申し込みをお待ちしています。
対 象 者　市内在住の成人の方
募集期間　５月11日（月）〜 21日（木）※東西コミセンは11日〜 18日です。お間違えのないように！
受 講 料　１コースにつき年間３，０００円
申込方法　各校区公民館に受講料を添えて直接お申し込みください。（電話・郵送での申し込みはできません）

校区公民館講座受講生募集

東西公民館
（コミセン）

【城本町1088】
☎２８–３２３０

コース名 講　師 学習日（原 則） 時　間 募集定員
か な 書 道 山本　徳舟 第１・３火曜 13：30～ 15：30 ２５人
３ Ｂ 体 操 米田　玲子 第１・３月曜 19：30～ 21：30 ２０人
健 康 太 極 拳 稲留　久恵 第２・４月曜 19：30～ 21：30 ４０人
リ フ ォ ー ム 中本　ミサオ 第２・４木曜 13：30～ 15：30 １５人
翠（みどり）押 し 花 重松　ミヨ子 第２・４水曜 13：30～ 15：30 １５人
料 理 （ 男 性 ） 大久保　典子 第１・３木曜 13：30～ 17：00 １５人
着 物 着 付 け 渕田　英子 第１・３火曜 10：00～ 12：00 ２０人
茶 道 竹下　玲子 第２・４水曜 13：30～ 15：30 ２０人

東間公民館
（コミセン）

【蟹作町1531-1】
☎２４–３３８１

コース名 講　師 学習日（原則） 時　間 募集定員
３ Ｂ 体 操 椎　　マスエ 第１・３木曜 19：00～ 21：00 ３０人
社 交 ダ ン ス 山本　矩子 第２・４月曜 19：00〜 21：00 ３０人
フ ラ ダ ン ス 小出　喜代 第１・３火曜 13：00～ 15：00 ３０人
絵 手 紙 谷水　佐代子 第１・３水曜 13：00～ 15：00 ２０人

※吟詠の学習会場は
青少年ﾎｰﾑ(西間下町)です

絵 画 横枕　五十雄 第２・４木曜 13：30～ 16：00 ２０人
吟 詠 岩井　容子 第２・４水曜 10：00～ 12：00 ２０人

大畑公民館
（コミセン）

【大畑町4071-2】
☎２３–０８３０

コース名 講　師 学習日（原則） 時　間 募集定員
竹 細 工 宮尾　輝光 ９月上旬～10月上旬 9：00～ 16：00 １５人
フ ラ ダ ン ス 古川　京子 第２・４月曜 19：00～ 21：00 １５人
着 物 着 付 け 渕田　英子 第２・４木曜 10：00～ 12：00 １５人
いけ花（小原流） 木野　淨子 第２・４水曜 19：00～ 21：00 １５人
書 道 西田　正伸 第２・４木曜 19：00～ 21：00 １５人

西瀬公民館
（コミセン）

【下戸越町1063-1】
☎２２–６９３４

コース名 講　師 学習日（原則） 時　間 募集定員
竹 細 工 大柿　信太 第１・３火曜 9：30～ 11：30 ２０人
健 康 太 極 拳 堀田　倫子 第１・３月曜 19：30～ 21：30 ２０人
男 性 料 理 山上　晃子 第２・４金曜 9：30～ 11：30 ２０人
３ Ｂ 体 操 西　　ヤツエ 第２・４月曜 9：30～ 11：30 ３０人
生 け 花 田中　純子 第２・４木曜 10：00～ 12：00 ２０人
自 彊 術（じきょうじゅつ） 延岡　由利子 第１・３木曜 19：00～ 21：00 ２０人
表 具 魚返　倫央 第１・３木曜 9：30～ 11：30 ２０人

中原公民館
（コミセン）

【下原田町荒毛2136】
☎２４–１７６４

コース名 講　師 学習日（原則） 時　間 募集定員
書 道 山本　徳舟 第１・３金曜 10：00～ 12：00 ２５人
社 交 ダ ン ス 山本　矩子 第１・３木曜 19：30～ 21：30 ３５人
３ Ｂ 体 操 西　　ヤツエ 第１・３火曜 19：30～ 21：30 ３５人
着 物 着 付 け 中渡　ヤエ子 第１・３水曜 19：30～ 21：30 ２０人
舞 踊 一ノ瀬　ミツ子 第２・４木曜 10：00～ 12：00 ２０人
写 真 豊永　和明 第１・３木曜 10：00～ 12：00 １５人
英 会 話 田代　伸子 第２・４木曜 10：00～ 12：00 ２０人

＊東間コミセンでは、受講生の皆さんで自主的に運営している自主講座（舞踊＝第２・４土曜日14：00 〜16：00）が行
　われます。詳しくはコミセンへおたずねください。

　イチゴのおいしい季節となりました。市内のイチゴ生産農家では「イチゴ狩り体験」を行っています。
　ゴールデンウィークには、気軽に楽しめるイチゴ狩りを家族サービスにいかがでしょうか。
　ちなみに、イチゴの見分け方は、果皮のツブツブがくっきりしていて、赤みが均一でヘタ
が青くツヤがあるものが美味しいとされています。

　場所や詳しい内容は下記へお問合せください。

「イチゴ狩り」しませんか？
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私
た
ち
の
ま
ち
、
人
吉
市
。
清

流
球
磨
川
と
人
吉
盆
地
の
山
々
か

ら
な
る
山
紫
水
明
の
大
自
然
。
そ

し
て
歴
史
と
文
化
を
背
景
に
伝

統
あ
る
街
並
み
や
そ
こ
に
住
む

人
々
。
や
さ
し
い
風
、
光
、
そ
し

て
笑
顔
。
そ
の
全
て
が
癒
し
の
世

界
。
そ
ん
な
わ
が
ま
ち
人
吉
を
、

世
界
で
一
番
健
康
で
笑
顔
で
暮
ら

せ
る
町
に
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
い

る
人
た
ち
が
い
ま
す
。そ
ん
な「
元

気
応
援
団
」
を
今
回
か
ら
シ
リ
ー

ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

　

第
一
回
は
、
ま
ち
お
こ
し
団
体

「
ひ
と
よ
し
よ
か
ば
い
会
」
で
す
。

よ
か
ば
い
会
と
き
け
ば
、「
大
綱

引
き
」
と
ピ
ン
と
く
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
昨
年
は
じ
め
て
人

吉
の
ま
ち
で
行
わ
れ
た
「
大
綱
引

き
大
会
」。
球
磨
川
で
隔
て
ら
れ

た
市
内
の
南
北
を
一
本
の
縄
で
結

び
、
人
吉
球
磨
の
歴
史
と
文
化
を

未
来
へ
つ
な
ご
う
と
、
今
年
も
４

月
26
日
に
参
加
者
全
員
で
綱
を
練

り
、
大
綱
引
き
大
会
を
開
催
。
大
成

功
を
お
さ
め
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
よ
か
ば
い
会
で
す
が
、
実

は
正
統
派
の
町
お
こ
し
団
体
。
お
と

と
し
２
月
に
中
心
市
街
地
の
若
手
ら

数
人
が
集
ま
っ
て
「
わ
が
ま
ち
人
吉

の
今
後
を
考
え
た
と
き
、
自
分
達
に

何
が
で
き
る
ん
だ
ろ
う
。
人
口
減
少

な
ど
地
域
の
抱
え
る
課
題
に
ど
う
答

え
を
出
す
の
か
。」
と
議
論
し
あ
っ
た

と
の
こ
と
。
人
吉
に
つ
い
て
も
っ
と
知

る
べ
き
だ
と
郷
土
史
の
勉
強
会
を
し
、

「
自
分
達
の
街
を
き
れ
い
に
！
」
と

街
中
の
清
掃
活
動
も
行
い
ま
し
た
。

昨
年
夏
に
は
日
本
テ
レ
ビ
「
24
時
間

テ
レ
ビ 

愛
は
地
球
を
救
う
」
に
協
力

し
て
募
金
活
動
に
参
加
。

　

そ
う
し
た
中
で
、「
も
っ
と
活
動

の
環
を
広
げ
た
い
、
人
と
人
と
の
き

ず
な
を
何
と
か
実
感
し
た
い
」
と
い

う
仲
間
の
思
い
が
多
く
の
方
た
ち
の

共
感
を
よ
び
、
大
き
な
環
と
な
っ
て

「
大
綱
引
き
大
会
」
の
開
催
に
た
ど

り
着
い
た
の
で
す
。
現
在
会
員
は
十

数
人
。
実
行
委
員
長
の
渡
辺
康
弘
さ

ん
は
「
大
綱
引
き
大
会
に
は
多
く
の

人
が
関
わ
り
ま
す
し
、
そ
の
こ
と
で

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
事
を
大
き

な
財
産
に
今
後
も
自
分
達
が
人
吉
に

何
が
で
き
る
か
を
考
え
な
が
ら
仲
間

と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」
と

笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。
ひ
と
よ
し

よ
か
ば
い
会
の
今
後
の
活
躍
が
楽
し

み
で
す
。

ひとよしよかばい会のみなさん
人吉が好き。人と人とのきずなを大切に

健康で笑顔で暮らせるまちづくりにはげむ
素敵な仲間がここにいる。

わが人
ま ち

吉の

　 ひ と よ し の 人　

4
月
１
日
か
ら
運
行
を
開
始
し
た
く
ま

川
鉄
道
の
新
車
両
「
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ
」
号
。

Ｓ
Ｌ
人
吉
初
運
行
と
な
る
４
月
25
日
、
こ
の

列
車
に
客
室
乗
務
員
が
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し

た
。

　

西
さ
ん
は
多
良
木
町
出
身
で
高
校
卒
業

後
、
名
古
屋
で
保
育
士
を
し
て
い
ま
し
た
が

「
人
と
し
ゃ
っ
べ
っ
た
り
、
会
っ
た
り
す
る

の
が
好
き
で
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
に
あ
こ
が
れ

て
い
ま
し
た
」
と
の
理
由
で
今
年
の
2
月
に

帰
郷
し
、
客
室
乗
務
員
に
転
身
。「
帰
っ
て

き
た
ば
か
り
で
何
に
も
わ
か
り
ま
せ
ん
」
と

い
う
状
態
で
毎
日
、
観
光
案
内
ア
ナ
ウ
ン
ス

用
の
セ
リ
フ
を
猛
勉
強
中
で
す
。

　

西
さ
ん
の
く
ま
川
鉄
道
沿
線
で
の
お
気
に

入
り
の
場
所
は
、
球
磨
川
と
川
辺
川
の
合
流

地
点
。「
2
本
の
川
の
流
れ
が
合
流
す
る
様

子
な
ど
本
当
に
き
れ
い
な
の
で
ぜ
ひ
地
元
の

人
に
も
見
て
ほ
し
い
。」
と
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。

　
「
実
際
に
乗
務
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
い

ろ
い
ろ
大
変
な
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
が
、
今
は
何
よ
り
観
光
ア
ナ
ウ
ン
ス

用
の
セ
リ
フ
を
覚
え
る
こ
と
が
一
番
大
変
。

一
晩
寝
た
ら
忘
れ
ち
ゃ
い
ま
す
。」
と
冗
談

交
じ
り
に
現
在
の
苦
労
の
様
子
を
語
っ
て
く

れ
た
西
さ
ん
。

　

最
後
に
、「
も
う
す
ぐ
4
月
25
日
の
デ

ビ
ュ
ー
日
で
す
ね
？
」（
注
：
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

日
は
4
月
14
日
）
と
た
ず
ね
る
と
「
ワ
ク
ワ

ク
、
ド
キ
ド
キ
で
す
」
と
笑
顔
で
答
え
て
く

れ
ま
し
た
。
こ
の
号
が
出
る
こ
ろ
に
は
デ

ビ
ュ
ー
を
終
え
て
ホ
ッ
と
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
し
ょ
う
か
。

にし　さゆり
昭和43年６月24日生まれ。Ａ型。
趣味はウォーキング。好きな食べ物
は焼肉。西さんの「ＫＵＭＡ」号の
おすすめポイントは「木の香りとイ
スの座り心地」だとか。

くま川鉄道初の客室乗務員
西　さゆり さん（鶴田町） ＝ひとよしで頑張っている人を紹介します！＝
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ミュージアムトレイン出発進行！
ＫＵＭＡ号出発式・人吉温泉駅改名式

地域社会の発展と人材育成
人吉市・崇城大学友好協力協定調印式

交通事故ゼロを目指して
春の全国交通安全運動

「町内のよりどころ」が移転
前村薬師堂移転落成式

往年のバイクが集結
オールドバイクミーティング

有終の美を飾る
エンディングセレモニー「流しびな」

　

４
月
13
日
、
市
と
崇
城
大
学
の
友

好
協
力
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
ま
ち
づ
く
り
、
産

業
、
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
国

際
交
流
の
分
野
な
ど
で
お
互
い
に
協

力
し
、
地
域
社
会
の
発
展
と
人
材
育

成
に
活
か
そ
う
と
い
う
も
の
。

　

調
印
式
で
崇
城
大
学
の
中
山
峰
男

学
長
は
「（
崇
城
大
学
は
）
焼
酎
醸

造
の
研
究
を
世
界
規
模
で
行
っ
て
い

る
の
で
情
報
を
提
供
し
た
い
。」「
大

学
の
３
，
６
０
０
人
を
越
え
る
若
い

力
、
若
い
息
吹
を
吹
き
込
み
な
が
ら
、

ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
提
案
を
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

　

４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
「
子
ど

も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」
を

運
動
の
基
本
と
し
て
春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
６
日
は
、
ふ
る
里
歴
史
の

広
場
で
出
発
式
が
行
わ
れ
、
関
係
団

体
か
ら
約
４
５
０
人
が
参
加
。

　

出
発
式
終
了
後
、
交
通
指
導
員
ら

約
40
人
で
南
泉
田
町
踏
切
付
近
へ
パ

レ
ー
ド
で
移
動
し
、
タ
ッ
チ
運
動
を

展
開
。「
子
ど
も
と
お
年
寄
り
に
優

し
い
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。」
な

ど
と
声
を
か
け
な
が
ら
、
交
通
安
全

啓
発
チ
ラ
シ
や
グ
ッ
ズ
な
ど
を
ド
ラ

イ
バ
ー
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

４
月
５
日
、
下
林
町
前
村
町
内
会

館
で
前
村
薬
師
堂
の
移
転
落
成
式
が

行
わ
れ
、
町
内
関
係
者
ら
約
60
人
が

薬
師
堂
の
移
転
を
喜
び
ま
し
た
。

　

移
転
前
は
、
敷
地
が
狭
く
奥
ま
っ

た
場
所
に
あ
り
参
拝
な
ど
で
利
用
す

る
際
に
も
不
便
だ
っ
た
た
め
現
地
点

に
移
転
。
移
転
は
ク
レ
ー
ン
を
使
用

し
、
解
体
せ
ず
に
行
わ
れ
た
の
で
柱

組
み
な
ど
は
以
前
の
ま
ま
で
す
。

　

前
村
町
内
会
長
は
「
薬
師
さ
ん
は

町
内
の
よ
り
ど
こ
ろ
。
広
く
な
っ
て

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
お
参
り
し
や

す
く
な
り
ま
し
た
。」
と
話
し
ま
し

た
。

　

く
ま
川
鉄
道
の
新
列
車
「
Ｋ
Ｕ
Ｍ

Ａ–

１
」「
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ–

２
」
の
出

発
式
が
、
４
月
１
日
、
人
吉
駅
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。　

　
「
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ
」
号
は
Ｓ
Ｌ
人
吉
や

九
州
新
幹
線
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
も
手

が
け
た
水
戸
岡
鋭
治
氏
に
よ
る
デ
ザ

イ
ン
で
外
装
は
モ
ス
グ
リ
ー
ン
、
内

装
は
黄
色
で
統
一
さ
れ
、
木
製
の
イ

ス
や
調
度
品
は
全
て
特
注
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト

レ
イ
ン
。

　

式
で
は
青
井
幼
稚
園
の
園
児
に
よ

る
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
や
合

唱
、
人
吉
相
良
藩
甲
冑
隊
の
参
加
も

あ
り
、
新
列
車
の
初
運
行
を
祝
い
ま

し
た
。

　

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
、
く
す
玉
割
り

な
ど
が
済
ん
だ
あ
と
、
一
日
駅
長
を

務
め
た
同
幼
稚
園
の
大
野
文
聖
く
ん

が
、
右
手
を
上
げ
「
出
発
進
行
！
」

と
出
発
の
合
図
を
す
る
と
「
Ｋ
Ｕ
Ｍ

Ａ
」
号
は
汽
笛
を
鳴
ら
し
出
発
。

　

ホ
ー
ム
に
集
ま
っ
た
観
客
は
列
車

が
見
え
な
く
な
る
ま
で
手
を
降
り
続

け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
出
発
式
に
先
立
ち
、

く
ま
川
鉄
道
人
吉
温
泉
駅
改
名
式
も

行
わ
れ
、「
人
吉
温
泉
駅
」
と
書
か

れ
た
新
し
い
駅
名
板
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　

２
月
１
日
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
た

「
人
吉
球
磨
は
、
ひ
な
ま
つ
り
」
の

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
「
流
し

び
な
」
が
、
３
月
31
日
、
球
磨
川
下

り
人
吉
発
船
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

発
船
場
で
の
専
徳
寺
の
住
職
に
よ

る
読
経
な
ど
の
あ
と
、
人
吉
温
泉
さ

く
ら
会
や
人
吉
温
泉
観
光
協
会
な
ど

の
関
係
者
と
、
お
ひ
な
様
・
お
内
裏

様
の
衣
装
を
ま
と
っ
た
有
村
さ
ん
ご

夫
婦
が
、
梅
花
の
渡
し
２
隻
に
乗
り

込
み
、
水
に
溶
け
る
紙
で
作
ら
れ
た
、

お
ひ
な
様
が
乗
っ
た
小
舟
42
隻
を
球

磨
川
へ
と
流
し
ま
し
た
。

　

４
月
19
日
、
往
年
の
二
輪
車
を
一
堂

に
集
め
た｢

オ
ー
ル
ド
バ
イ
ク
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ｣

が
、
昨
年
に
引
き
続
き
石
野

公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
は
、
人
吉
メ
グ
ロ
愛
好
会
で
メ

グ
ロ
と
は
か
つ
て
あ
っ
た
目
黒
製
作
所

の
バ
イ
ク
の
こ
と
。
こ
の
日
は
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
九
州
各
地
か
ら
訪
れ
た
オ

ー
ル
ド
バ
イ
ク
フ
ァ
ン
や
観
光
客
な
ど

多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
バ
イ
ク
が
１
９
５
０
年

代
か
ら
70
年
代
ま
で
年
代
別
に
展
示
さ

れ
、
実
際
に
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
、
会
場

内
を
走
行
す
る
な
ど
、
フ
ァ
ン
に
は
た

ま
ら
な
い
演
出
も
あ
り
ま
し
た
。

笑顔と緊張につつまれて
市内小中学校入学式

　

４
月
８
・
９
日
、
市
内
の
小
中
学

校
で
は
入
学
式
が
行
わ
れ
、
小
学
校

３
０
５
人
、
中
学
校
３
７
８
人
の
新

１
年
生
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

人
吉
第
二
中
学
校
に
は
、
真
新
し

い
制
服
を
身
に
つ
け
た
１
９
３
人

（
男
子
91
人
・
女
子
１
０
２
人
）
が

入
学
。
式
は
、
学
校
長
式
辞
、
在
校

生
か
ら
の
歓
迎
の
言
葉
と
続
き
、
新

入
生
代
表
の
中
神
文
弘
君
が
「
勉
強

や
部
活
動
に
精
一
杯
励
み
、
仲
間
と

と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
、
よ
り
良
い

学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
努
力
し

て
い
く
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
ま
す
。」

と
誓
い
の
言
葉
を
読
み
上
げ
ま
し

た
。
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九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
は
、
4
月
か
ら
新
た
に
火

曜
日
も
開
設
し
て
い
ま
す
。
広
場

に
は
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
が
詰
め
て

お
り
、
定
期
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
に
よ
る
お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト

や
育
児
相
談
会
を
実
地
し
て
い
ま

す
。
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、
お
気

軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

場
所　
イ
ス
ミ
九
日
町
本
店
3
階

フ
ロ
ア

開
設
日　
毎
週
月
・
火
・
木
・
金

曜
日

開
設
時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
4

時
ま
で
（
開
設
時
間
内
で
の
ご
利

用
は
自
由
で
す
）

料
金　
無
料

問
合
せ　
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
「
ふ

れ
あ
い
広
場
」（
☎
０
８
０–

６
４
１
６–

９
１
２
４
）

　

平
成
21
年
度
の
人
吉
市
梅
園
の

梅
狩
り
は
結
実
時
期
の
度
重
な
る

晩
霜
に
よ
る
著
し
い
着
果
不
良

で
、
収
穫
量
が
落
ち
込
み
、
梅
狩

り
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
の
で

中
止
し
ま
す
。

問
合
せ　
市
農
業
振
興
課
農
畜
産

係

　

小
学
校
修
了
前
の
お
子
さ
ん
を

養
育
し
て
い
る
方
に
は
、
児
童
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
平
成
20

年
度
（
平
成
20
年
６
月
〜
平
成
21

年
５
月
）
に
所
得
制
限
に
よ
り
却

下
と
な
っ
て
い
た
方
・
申
請
を
し

て
い
な
い
方
を
対
象
に
平
成
21
年

度
の
受
給
資
格
の
審
査
を
行
い
ま

す
。
申
請
さ
れ
る
方
は
市
福
祉
課

窓
口
で
、
児
童
手
当
認
定
請
求
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
手
当
は
申
請
月
の
翌
月

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
額
（
月
額
）

▼
３
歳
未
満
＝
１
０
，
０
０
０
円

▼
３
歳
以
上
の
第
１
・
２
子
＝
５
，

０
０
０
円

▼
第
３
子
以
降
＝
１
０
，
０
０
０

円提
出
期
限　
５
月
29
日
（
金
）

申
請
に
必
要
な
も
の　
印
鑑
、
受

給
者
名
義
の
預
金
口
座
、
厚
生
年

金
の
方
は
健
康
保
険
被
保
険
者
証

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
平
成
21
年
１
月
１
日
の
住
所
が

本
市
以
外
の
方
は
児
童
手
当
用
所

得
証
明
書
（
平
成
21
年
度
分
）
を

６
月
１
日
以
降
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

期
日　
5
月
23
日
（
土
）

会
場　
ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス

参
加
者　
八
代
・
球
磨
・
芦
北
ブ

ロ
ッ
ク
に
在
住
の
知
的
障
が
い

児
・
者
の
方

問
合
せ　
つ
つ
じ
ヶ
丘
学
園

（
☎
㊺
０
６
６
７
）

　

ま
た
、
現
在
受
給
さ
れ
て
い
る

方
は
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
６
月
に
現
況
届
（
６
月
上
旬

に
郵
送
予
定
）
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　
市
福
祉
課
児
童
福
祉
係

平
成
21
年
度
児
童
手
当
の

受
給
審
査
を
行
い
ま
す

お
知
ら
せ

九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ

開
設
日
が
増
え
ま
し
た

梅
狩
り
の
中
止

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

参
加
条
件　
①
派
遣
時
に
市
内
に

居
住
し
、
か
つ
市
内
の
中
学
校
お

よ
び
人
吉
・
球
磨
地
域
の
高
校
、

専
門
学
校
（
た
だ
し
、
20
歳
未
満

と
す
る
）
に
在
籍
す
る
生
徒　

②

国
際
交
流
や
青
少
年
活
動
に
熱
意

を
持
ち
、
帰
国
後
も
そ
の
経
験
を

継
続
し
て
活
か
す
こ
と
が
期
待
で

き
る
人
な
ど

交
流
先　
ポ
ル
ト
ガ
ル
共
和
国
ア

ブ
ラ
ン
テ
シ
ュ
市

交
流
期
間　

８
月
1
日
（
土
）
〜

8
月
8
日
（
土
）（
7
泊
8
日
）

交
流
内
容　

ア
ブ
ラ
ン
テ
シ
ュ
市
長
表
敬
訪

問
、
ア
ブ
ラ
ン
テ
シ
ュ
市
の
学
生

と
の
交
流
な
ど

費
用
負
担　
10
万
円
程
度

募
集
人
員　
10
人
（
中
学
生
5
人

程
度
、
高
校
生
・
専
門
学
校
生
5

人
程
度
）

募
集
期
限　
5
月
20
日
（
水
）
ま
で

選
考
方
法

①
面
接
お
よ
び
作
文
、
応
募
書
類

を
参
考
に
選
考
し
ま
す
。
②
面
接

日
／
5
月
下
旬
頃

応
募
方
法

所
定
の
参
加
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
各
学
校
を
通
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
合
せ　

市
国
際
交
流
協
会
事
務
局　
（
市

企
画
課
交
流
推
進
係
内
）

　

市
が
今
夏
に
姉
妹
都
市
締
結
を

予
定
し
て
い
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
共
和

国
ア
ブ
ラ
ン
テ
シ
ュ
市
へ
、
青
少

年
交
流
事
業
と
し
て
派
遣
す
る
市

内
在
住
の
中
高
生
・
専
門
学
校
生

を
募
集
し
ま
す
。
今
年
の
夏
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
で
素
晴
ら
し
い
経
験
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
た
く
さ
ん
の

募　
　
集

“

ア
ブ
ラ
ン
テ
シ
ュ
市
と

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
流

第
16
回
輝
き
大
会
開
催

２４３人が挑戦！
第１回人吉球磨検定

母ちゃんたちのまちおこし
農産加工直売所オープン

永遠の平和を願って
市戦没者追悼式

　

４
月
23
日
、
人
吉
駅
前
に
Ｊ
Ａ
く

ま
女
性
部
人
吉
支
部
に
よ
る
農
産
加

工
直
売
所
「
母
ち
ゃ
ん
の
手
塩
」
が
、

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
同
店
は
、
新

規
雇
用
の
創
出
、
空
き
店
舗
活
用
、

観
光
客
へ
の
農
産
品
直
売
な
ど
を
目

的
と
し
た
も
の
。
店
名
は
、「
農
家

の
母
ち
ゃ
ん
た
ち
が
手
塩
に
か
け

て
育
て
た
野
菜
や
加
工
品
な
ど
を
売

る
」
こ
と
か
ら
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど

が
行
わ
れ
た
あ
と
、
早
速
、
店
内
に

並
ん
だ
朝
採
り
の
野
菜
や
、
煮
し
め

な
ど
を
買
い
込
み
、
レ
ジ
に
並
ぶ
行

列
が
で
き
ま
し
た
。
営
業
時
間
は
午

前
10
時
〜
午
後
６
時
、火
曜
定
休
日
。

　

４
月
22
日
、
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

で
、
人
吉
市
戦
没
者
追
悼
式
〜
世
界

の
尊
さ
を
恒
久
に
〜
が
開
催
さ
れ
、

２
５
０
人
以
上
が
参
列
し
、
御
霊
を

慰
め
ま
し
た
。

　

野
中
藤
夫
人
吉
市
遺
族
副
会
長
に

よ
る
慰
霊
の
言
葉
な
ど
の
あ
と
、
参

列
者
は
、
献
花
台
に
花
を
た
む
け
、

先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の

御
霊
１
，
４
４
１
柱
に
手
を
合
わ
せ

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
田
中
市
長
が
、「
英
霊

の
命
と
輝
き
を
胸
の
真
ん
中
に
留

め
、
子
や
孫
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　

４
月
19
日
に
、
第
１
回
人
吉
球
磨

検
定
試
験
が
人
吉
会
場
と
熊
本
会

場
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、
人
吉
会

場
と
な
っ
た
球
磨
商
業
高
校
で
は
、

１
４
１
人
が
受
験
し
ま
し
た
。

　

同
検
定
は
、
人
吉
球
磨
の
魅
力
の

再
発
見
と
郷
土
へ
の
愛
着
の
再
確
認

を
し
て
も
ら
お
う
と
人
吉
商
工
会
議

所
が
初
め
て
企
画
。
全
国
各
地
か
ら

11
歳
か
ら
85
歳
ま
で
と
幅
広
い
年
齢

層
の
受
験
生
２
４
３
人
が
挑
戦
し
ま

し
た
。

　

試
験
は
五
者
択
一
で
、
神
社
仏
閣

関
連
、
肥
薩
線
関
連
な
ど
全
50
問
が

出
題
。
受
験
者
は
黙
々
と
問
題
に
向

か
っ
て
い
ま
し
た
。

自慢ののどを披露
全九州民謡民舞の祭典

　

４
月
11
・
12
日
の
２
日
間
、
カ
ル

チ
ャ
ー
パ
レ
ス
で
全
九
州
民
謡
民

舞
の
祭
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
全
国
大
会
に
つ
な
が
る
九

州
大
会
は
昨
年
で
廃
止
と
な
り
、
今

年
か
ら
は
独
自
の
大
会
と
し
て
の
開

催
。

　

大
会
に
は
約
１
，
１
０
０
人
の
唄

い
手
が
九
州
各
所
か
ら
集
結
し
、
自

慢
の
の
ど
を
披
露
。
ま
た
、
今
大
会

か
ら
初
め
て
設
け
ら
れ
た
「
少
年
少

女
の
部
」
で
は
、
可
愛
い
だ
け
で
な

く
実
力
も
兼
ね
備
え
た
歌
声
に
客
席

か
ら
は
、
ひ
と
際
大
き
な
拍
手
と
歓

声
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
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人
事
院
お
よ
び
各
府
省
で
は
、

国
家
公
務
員
中
途
採
用
者
選
考
試

験
（
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
試
験
）
を
実

施
し
ま
す
。

受
験
資
格　
昭
和
44
年
４
月
２
日

〜
55
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方 

受
付
予
定
期
間　

6
月
23
日
（
火
）
〜
30
日
（
火
）

一
次
選
考　
9
月
6
日
（
日
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

問
合
せ　

人
事
院
九
州
事
務
局

第
二
課
試
験
係　
（
〒
８
１
２–

０
０
１
３　

福
岡
市
博
多
区
博
多

駅
東
２–

11–

１

☎
０
９
２–

４
３
１–

７
７
３
３)

国
家
公
務
員

中
途
採
用
者
選
考
試
験

健　
　
康

乳
幼
児
健
康
診
査
を

受
け
る
時
期
が
変
わ
り
ま
す

　

4
月
か
ら
お
子
様
の
乳
幼
児
健

康
診
査
を
受
け
る
時
期
が
変
わ
り

ま
す
。

7
か
月
児
健
診

対
象　
7
か
月
〜
8
か
月

1
歳
8
か
月
児
健
診

対
象　
1
歳
8
か
月
〜
1
歳
9
か
月

３
歳
児
健
診　

対
象　
3
歳
6
か
月
〜
3
歳
7
か
月

※
3
か
月
児
健
診
は
今
ま
で
ど
お

り
で
す
。

問
合
せ　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康

政
策
係

　

憲
法
週
間
の
行
事
と
し
て
「
無

料
法
律
相
談
会
」を
開
催
し
ま
す
。

期
日　
5
月
20
日
（
水
）

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時 

場
所　
熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所

人
吉
支
部

相
談
員　
弁
護
士
、
調
停
委
員
、

裁
判
所
お
よ
び
法
務
局
の
職
員

相
談
内
容　
一
般
法
律
問
題
、
家

庭
問
題
、
金
銭
問
題
、
交
通
事
故

問
題
な
ど

問
合
せ　
熊
本
地
方
家
庭
裁
判
所

人
吉
支
部
（
☎
㉓
４
８
５
５
）

無
料
法
律
相
談
会

相　
　
談

　

一
般
市
民
の
方
に
九
州
山
地
の

森
林
や
樹
木
、
森
林
動
物
な
ど
の

生
態
的
特
徴
や
森
と
水
の
係
わ
り

に
関
す
る
知
識
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
公
開
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

講
座
名　
「
九
州
山
地
の
森
を
知

ろ
う
」

期
日　
5
月
30
日（
土
）〜
31
日（
日
）

会
場　
九
州
大
学
宮
崎
演
習
林

対
象
者　
高
校
生
以
上

募
集
人
員　
20
人
程
度

費
用　
４
，
０
０
０
円
程
度

募
集
締
切　
5
月
15
日
（
金
）
必

着※
詳
細
は
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

問
合
せ　
九
州
大
学
宮
崎
演
習
林

（
☎
０
９
８
３
㊳
１
１
１
６
）

“

九
州
大
学
公
開
講
座

参
加
者
募
集

　

人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本
国

税
局
で
は
、国
家
公
務
員
Ⅲ
種（
税

務
）
試
験
の
受
験
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

資
格　
昭
和
63
年
4
月
2
日
〜
平

成
4
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方

一
次
試
験　
9
月
6
日
（
日
）

試　
　
験

国
家
公
務
員
Ⅲ
種

税
務
試
験

催 

し 

物

１
，
０
０
０
本
の
美
し
い
バ
ラ

ば
ら
ま
つ
り

　

例
年
行
わ
れ
て
い
る
「
ば
ら
ま

つ
り
」
は
今
年
で
14
回
目
を
迎
え

ま
す
。
１
，
０
０
０
本
を
越
え
る

美
し
い
バ
ラ
を
親
子
で
観
賞
・
ス

１
㈮
広
報
配
付

２
㈯
人
吉
お
城
ま
つ
り
（
〜
３
日
）

３
㈰
憲
法
記
念
日

4
㈪
み
ど
り
の
日

５
㈫
こ
ど
も
の
日
、
ク
リ
ー
ン
人
吉
運
動
早
朝
清
掃

６
㈬
振
替
休
日

７
㈭

８
㈮

９
㈯
ば
ら
ま
つ
り

10
㈰
子
ど
も
読
書
フ
ェ
ス
タ

11
㈪

12
㈫
九
州
市
長
会

13
㈬
献
血
（
な
べ
や
本
館
）

14
㈭

15
㈮
広
報
配
付

16
㈯

17
㈰
一
中
・
二
中
・
三
中
・
大
畑
小
運
動
会

18
㈪

19
㈫

20
㈬
無
料
法
律
相
談
会

21
㈭

22
㈮

23
㈯
第
16
回
輝
き
大
会

24
㈰

25
㈪

26
㈫

27
㈬

28
㈭
う
ぉ
〜
む
は
ぁ
と
出
前
保
育

29
㈮

30
㈯

31
㈰
市
防
災
実
動
訓
練
、
西
瀬
小
・
西
小
運
動
会

５
月
の
広
報
こ
よ
み

= 行政相談委員のお２人 =

☎
０
９
６–

３
８
５–

３
３
０
０

　

曜
日
ご
と
に
日
替
わ
り
で
、
同

じ
内
容
の
テ
ー
プ
が
聞
け
ま
す
。

時
間　
朝
9
時
〜
翌
朝
9
時

主
催　
熊
本
県
保
険
医
協
会

（
☎
０
９
６–

３
８
５–

３
３
3
０
）

5
月
の
週
間
プ
ロ
グ
ラ
ム

▼
月
曜
日
＝
甲
状
腺
機
能
亢
進
症

▼
火
曜
日
＝
甲
状
腺
機
能
低
下
症

▼
水
曜
日
＝
禁
煙
の
ス
ス
メ

▼
木
曜
日
＝
歯
科
口
腔
外
科
で
扱

う
病
気
に
つ
い
て

▼
金
曜
日
＝
ピ
ア
ス
作
成
の
合
併

症
に
つ
い
て

▼
土
・
日
曜
日
＝
子
ど
も
の
日
本

脳
炎
ワ
ク
チ
ン

春
の
行
政
相
談
週
間

　

5
月
18
日（
月
）か
ら
24
日（
日
）

は
「
春
の
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

　

行
政
窓
口
の
対
応
、
道
路
、
年

金
、
環
境
問
題
な
ど
、
行
政
に
対

す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
が
あ
り

ま
し
た
ら
行
政
相
談
委
員
に
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
自
動
車
税
納
付
は
６
月
1
日

（
月
）
ま
で
に
】

　

自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
を
５

月
１
日
付
け
で
郵
送
し
ま
す
。
納

期
限
の
６
月
1
日
（
月
）
ま
で
に
、

最
寄
り
の
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
各
地
域
振
興
局

税
務
課
、
熊
本
県
税
事
務
所
、
自

動
車
税
事
務
所
で
納
め
て
く
だ
さ

い
。

税
・
料
金

自
動
車
税
の
お
知
ら
せ

モ
シ
モ
シ
健
康
情
報

献
血
に
ご
協
力
を
！

期
日　
5
月
13
日
（
水
）

時
間　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、

午
後
0
時
30
分
〜
4
時
30
分

場
所　
鍋
屋
本
館

※
需
要
の
多
い
４
０
０
ｍ
ｌ
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康

増
進
係

梶原　志郎さん
（☎２４– ３０７７）

松本　和子さん
（☎２４– １４０３）

じ
ゅ
ぐ
り
っ
と
博
覧
会

開
催
中

　

Ｓ
Ｌ
人
吉
号
復
活
運
行
開
始
の

4
月
25
日
か
ら
約
1
か
月
間
、
人

吉
の
ま
ち
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
市

内
各
所
で
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
イ
ベ
ン
ト

の
総
称
が
「
じ
ゅ
く
り
っ
と
博
覧

会
」
で
す
。
5
月
24
日
ま
で
の
い

ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
家
族
揃
っ
て
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

●
Ｓ
Ｌ
ポ
ッ
ポ
〜
写
真
展

（
旧
清
水
楽
器
店
）
5
月
24
日
ま
で

●
昭
和
・
ひ
と
よ
し
あ
の
日
・
あ

　
の
時

（
司
ビ
ル
1
階
）
5
月
24
日
ま
で

●
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ

　
リ
ー
「
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
」

（
九
日
町
通
り
・
イ
ス
ミ
本
店
1

階
）
5
月
24
日
ま
で

●
な
つ
か
し
か
あ
！
国
鉄

（
鍛
冶
屋
町
ど
お
り
）　

8
月
31
日
ま
で

●
原
岡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
絵
銭
の

　
世
界

（
人
吉
城
歴
史
館
）
8
月
31
日
ま
で

●
吉
川
よ
し
ひ
ろ　
チ
ェ
ロ
・
ソ

　
ロ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ａ
ｔ
人
吉
城

（
人
吉
城
跡
）
5
月
4
日

●
青
井
さ
ん
で
演
結
び

（
青
井
阿
蘇
神
社
）
5
月
24
日

●
じ
ゅ
ぐ
り
っ
と　
の
み
の
市

（
青
井
ト
キ
メ
キ
通
り
）
5
月
24
日

●
ふ
ろ
Ｂ
ａ
ｒ
で
Ｊ
ａ
ｚ
ｚ
ば
い

（
新
温
泉
）
5
月
30
日

●
繊
月
ま
つ
り

（
繊
月
酒
造
敷
地
内
）
5
月
24
日

問
合
せ　
市
経
済
部
じ
ゅ
ぐ
り
っ

と
博
覧
会
実
行
委
員
会

程
度　
高
校
卒
業
程
度

受
付
期
間　
6
月
23
日
（
火
）
〜

6
月
30
日
（
火
）（
通
信
日
付
印

有
効
）

問
合
せ　
人
吉
税
務
署

（
☎
㉓
２
３
１
１
）

ケ
ッ
チ
し
ま
せ
ん
か
。

期
日　
5
月
9
日
（
土
）

時
間　
午
前
8
時
〜
午
後
2
時

場
所　
人
吉
駅
前
ふ
れ
あ
い
広
場

「
バ
ラ
園
」

内
容　
●
ス
ケ
ッ
チ
大
会
【
参
加

費
無
料（
午
前
8
時
〜
11
時
20
分
、

雨
天
中
止
）
●
バ
ザ
ー
（
バ
ラ
の

苗
木
、
雑
貨
、
食
品
コ
ー
ナ
ー
な

ど
）

●
ス
テ
ー
ジ
催
事
（
琉
球
舞
踊
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ダ
ン
ス
の
披
露
な
ど
）

問
合
せ　
市
都
市
計
画
課
街
路
公

園
係

　

ま
た
、
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど

を
利
用
し
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
（
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
、Ｍ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
）

に
よ
る
納
付
も
出
来
ま
す
の
で
是

非
ご
活
用
下
さ
い
。

　

詳
細
は
、「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
公

金
支
払
い
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://koukin.yahoo.co.jp

【
環
境
へ
の
配
慮
か
ら
自
動
車
税

の
税
額
が
増
減
さ
れ
ま
す
】

　

環
境
へ
の
配
慮
か
ら
、
排
気
ガ

ス
や
燃
費
性
能
が
優
れ
た
環
境
負

荷
の
小
さ
い
自
動
車
（
新
車
）
は

登
録
の
翌
年
度
の
自
動
車
税
が
軽

減
さ
れ
、
一
定
年
数
を
経
過
し
た

環
境
負
荷
の
大
き
い
自
動
車
は
自

動
車
税
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

◆
平
成
21
年
度
に
自
動
車
税
が
加

算
（
約
10
％
）
さ
れ
る
自
動
車

・
ガ
ソ
リ
ン
・
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車

（
平
成
8
年
３
月
31
日
以
前
の
初

度
登
録
車
）

・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車

（
平
成
10
年
３
月
31
日
以
前
の
初

度
登
録
車
）

問
合
せ　
県
球
磨
地
域
振
興
局
税

務
課　

(

☎
㉔
５
７
９
３)
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会
員
は
随
時
受
付
中
！

　

ラ
ッ
ソ
通
信
は
、
総
合
型
ク
ラ
ブ
「
カ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ
・
ラ
ッ
ソ
人
吉
」
の
お
知
ら

せ
窓
口
で
す
。
総
合
型
ク
ラ
ブ
と
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
活
動
を
愛
好
す
る
人
々
が
参
加
で
き
る
、
総
合
的
な
ク
ラ
ブ
の
こ
と
で
す
。

　

人
吉
市
で
は
昨
年
11
月
に
総
合
型
ク
ラ
ブ
が
発
足
し
ま
し
た
。
平
成
21
年
4
月
1
日

現
在
、
１
６
７
人
が
会
員
登
録
を
し
、
い
ろ
い
ろ
な
教
室
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

複
数
の
教
室
で
活
動
で
き
る
の
で
、
延
べ
２
４
４
人
が
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

活
動
が
始
ま
っ
て
い
る
教
室

　

◆
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
カ

ヌ
ー
・
キ
ッ
ズ
ビ
ク
ス
・
ゴ
ル
フ
・

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
・
ジ
ュ
ニ

ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
キ
ッ
ズ
・
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
・
健
康
ボ
ウ
リ
ン
グ
・

フ
ッ
ト
サ
ル
・
は
じ
め
て
の
い
け

ば
な
・
花
と
遊
ぼ
う
・
は
じ
め
て

の
お
茶
・
球
磨
川
舟
唄

ブログ　http://hitoyoshi-club.net/cl
　

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
カ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ

は
樫
の
木
、
ラ
ッ
ソ
は
絆
を
意
味
し
ま
す
。

　

会
員
受
付
は
随
時
行
っ
て
い
ま

す
。

vol. 1

巻
の
十
一 ―
青
井
阿
蘇
神
社―

（
そ
の
八
「
神
仏
習
合
」）

　

今
回
は
青
井
さ
ん
の
神
し
ん
ぶ
つ仏
習し
ゅ
う
ご
う
合
（
神
と

仏
は
一
心
同
体
で
、
仏
が
日
本
に
現
れ
た

姿
を
神
と
す
る
と
い
う
考
え
方
）
の
話
を

し
よ
う
。

　

本
殿
正
面
蟇か
え
る
ま
た
又
の
下
部
に
は
神
仏
習
合

の
風
習
を
残
す
船
の
舵か
じ

の
形
を
し
た
よ
う

な
も
の
が
取
り
付
け
ら
れ
て
お
る
。
こ
れ

は
、
仏
さ
ま
の
武
器
を
表
す
「
輪り
ん
ぽ
う宝
」
と

い
う
も
の
じ
ゃ
。
御
お
と
び
ら扉
正
面
に
も
同
様
の

も
の
が
左
右
に
取
り
付
け
ら
れ
て
お
る

じ
ゃ
ろ
。
神
社
に
仏
を
表
す
も
の
が
残
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
青
井
さ
ん
も
神

仏
習
合
を
と
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
。

た
だ
し
、
青
井
さ
ん
が
ほ
か
と
違
う
と
こ

ろ
は
、
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
年
）
と
い

う
早
い
時
期
に
神
仏
分
離
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
じ
ゃ
ろ
う
。

　

輪
宝
の
ほ
か
に
も
神
社
に
は
神
仏
習
合

の
遺
品
が
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
宝
物
と

し
て
残
っ
て
い
る
板い
た
え絵
御み
し
ょ
う
た
い

正
体
や
懸
か
け
ぼ
と
け
仏
、

鏡き
ょ
う
ぞ
う
像
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
こ
れ
ら
の

中
に
は
市
の
文
化
財
指
定
を
受
け
て
い
る

も
の
も
あ
る
の
じ
ゃ
よ
。
ま
た
、
幣
へ
い
で
ん殿
入
口

に
も
羯か
つ
ま磨
と
い
う
密
教
用
具
が
残
さ
れ
て

お
る
が
、
こ
れ
も
神
仏
習
合
の
名
残
じ
ゃ
。

　

神
仏
習
合
で
は
な
い
が
、
本
殿
正
面
に

は
輪
宝
の
ほ
か
に
相
良
家
の
家
紋
で
あ
る

「
相さ
が
ら
う
り

良
瓜
」
や
「
梅う
め
ば
ち鉢
」
の
家
紋
も
取
り
付

け
ら
れ
て
お
る
。
こ
れ
は
、
青
井
さ
ん
が
わ

し
ら
相
良
氏
の
氏
神
と
い
う
証
あ
か
し
で
あ
り
、
ま

た
、
社
殿
造
営
や
修
築
に
も
相
良
氏
が
か
か

わ
り
永
き
に
わ
た
っ
て
青
井
さ
ん
を
ま
も
っ

て
き
た
証
と
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

わ
し
長
毎
が
シ
リ
ー
ズ
で
人
吉
を
紹
介
す
る
ぞ
。

相
さ が ら

良 長
ながつね

毎公
豊臣秀吉から球

磨郡の領地を許

され、本格的な

城（石垣造りの

城）造りにとり

かかった第二十

代当主。

長
毎
公
の

人
吉
め
ぐ
り

前田さんご家族（城本町）

わが家の１か条 〜家庭教育の大切さを再確認〜

第11回

前田さんちの１か条

会話のある食卓を

　熊本県では、家庭教育の大切さを再確認するために「くまもと家庭教育 10 か条」が策定されています。この 10
か条は、家庭教育に携わる大人に向けた「９つの条文」と「わが家の１か条」からできています。　

　わが家では、食事中できるだけノーテレビにする様に心がけています。

『会話』も少ないおかずの中の一品です（笑）

　特に新生活を迎えたこの時期は、子どもたちの何気ない話でもしっか

り聞くようにしています。時々は、おかずの取り合いなどでケンカになり、

私の怒声が飛びますが・・（笑）

　会話が弾めば消化にも良いそうですよ！

くまもと家庭教育 10 か条

第 9 条（地域全体での子育て ) この子もあの子も 地域で子育て みんなの宝

第 6 条（命の大切さ）自分の命 みんなの命 どれもが世界で 1つだけ
第 7 条（食事・団らん）家族仲良く 食事・団らん 心と体に栄養を
第 8 条（体験の意義）体験で 得られる本物 知と心

第 1 条（家族の信頼感）伝えよう 愛してるよの メッセージ
第 2 条（あいさつの習慣化）朝昼晩 元気にあいさつ 習慣に
第 3 条（善悪の区別）教えよう 事の善し悪し 躾から
第 4 条（感謝の心）「ありがとう」は 生きゆく心の 出発点
第 5 条（我慢する力）肥後っ子の あすを支える がまん力 第 10 条（わが家の1か条）   あなたのご家庭で付け加えてください。

　
「 

絵
本
を
つ
く
っ
て
み
た
い
け
れ
ど
・
・
・
」
そ
ん
な
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
こ
の
本
で
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
組
み
立
て
方
や
絵
の
描
き
方
、
製
本
の
仕
方

ま
で
、
ポ
イ
ン
ト
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
あ
り
ま
す
。
さ
あ
、
楽
し
い
絵
本
づ
く
り

の
世
界
へ
。

　
た
っ
く
ん
の
家
に
は
、
も
う
す
ぐ
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
ま
す
。
お
父
さ
ん
が
「
お
母
さ

ん
を
手
伝
っ
て
あ
げ
よ
う
」
と
言
っ
た
の
で
、
た
っ
く
ん
と
妹
の
モ
モ
ち
ゃ
ん
は
、
お
て

つ
だ
い
を
は
じ
め
ま
す
。
で
も
、
な
か
な
か
上
手
に
で
き
な
く
て
・
・
・
。

問
合
せ　
市
図
書
館
（
☎
㉔
３
５
１
８
）

《児童》
たっくんのおてつだい

千
ち ば

葉　幹
み き お

夫 指導 4
月
の
新
刊
か
ら

＊
5
月
の
休
館
日
は
5
日
の
火
曜
日
、
11
日
・
18
日
・
25
日
の
月
曜
日
で
す
。

《一般》
絵本をつくりたい

（楽しくはじめる絵本づくり）

よ
か
ば
い
！

こ
の

おおさわ　さとこ 作 
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市保健センター

生
活
リ
ズ
ム

　

こ
こ
数
年
、
人
び
と
の
生
活
は

大
き
く
夜
型
に
変
わ
っ
て
き
て
い

ま
す
。
共
働
き
の
家
族
が
増
え
た

た
め
に
、
保
育
園
な
ど
に
預
け
ら

れ
た
乳
幼
児
は
、
親
と
一
緒
に
夜

遅
く
ま
で
起
き
て
い
ま
す
。
小
中

学
生
は
、
塾
や
習
い
事
で
夜
遅
く

帰
宅
し
ま
す
。

　

ま
た
、
深
夜
の
テ
レ
ビ
番
組
を

見
て
、
朝
起
き
ら
れ
ず
、
遅
刻
や

登
校
拒
否
な
ど
へ
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
子
ど
も
は
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
大
人
で
も
、
不
規
則

な
生
活
に
よ
る
睡
眠
・
覚
醒
リ
ズ

ム
障
害
な
ど
、
朝
、
出
勤
で
き
な

い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
が
増
え
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
不
規
則
な
生
活

は
、
も
と
も
と
身
体
に
備
わ
っ
て

い
る
生
体
の
リ
ズ
ム
に
逆
ら
う
た

め
、
か
ら
だ
や
心
に
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

生
体
リ
ズ
ム
っ
て
？

　

生
体
リ
ズ
ム
は
、
か
ら
だ
に
備

わ
っ
て
い
る
時
計
（
体
内
時
計
）

が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

睡
眠
・
覚
醒
を
は
じ
め
と
し
て
、

体
温
・
血
圧
と
い
っ
た
自
律
神
経

系
も
、
昼
間
に
活
動
し
て
い
る
と

き
に
は
高
く
、
夜
休
ん
で
い
る
と

き
は
低
く
な
る
、
と
い
う
一
日
の

　「私たちの健康は私たちの手で」をスローガンに生涯の健康づくり活動を、食を通して推進しているボランティア
グループです。下記の養成講座を受講して、あなたもヘルスメイトの仲間になりませんか？
内 容　健康についての講演会、運動、栄養についての講話、実技など
期 間　５月〜平成22年３月（月１回）
対 象 者　市民の方で意欲のある方
募集締切　５月29日（金）
申込・問合せ　市保健センター健康増進係（☎２４–８０１０）

健康づくり、お手伝いしませんか？

食生活改善推進員さん（ヘルスメイト）募集

社団法人
人吉市歯科医師会

　

内
臓
脂
肪
を
た
め
や
す
い
生
活

習
慣
や
好
み
が
厚
生
労
働
省
の
調

査
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
内
臓
脂
肪
型

肥
満
の
人
は
、
食
事
を
お
な
か

い
っ
ぱ
い
満
足
す
る
ま
で
食
べ
、

間
食
を
よ
く
と
り
、
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
が
好
き
で
、
緑
黄
色
野
菜

が
嫌
い
な
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　

間
食
の
回
数
を
減
ら
す
こ
と
は

で
き
て
も
、
満
足
す
る
ま
で
食
べ

お
な
か
い
っ
ぱ
い
食
べ
る

習
慣
を
改
め
よ
う

て
い
た
食
事
を
腹
八
分
目
で
や
め

る
の
は
、む
ず
か
し
い
も
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
よ
く
噛
む
こ
と
、
そ

の
土
台
と
し
て
の
歯
の
健
康
が
大

切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

内臓脂肪をためやすい生活習慣

リ
ズ
ム
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
内
分
泌
ホ

ル
モ
ン
（
昼
間
活
動
し
て
い
る
と

き
の
様
々
な
ス
ト
レ
ス
に
耐
え
る

た
め
の
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
や
、

夜
眠
っ
て
い
る
と
き
に
成
長
や
細

胞
の
新
生
を
助
け
る
役
目
を
す
る

成
長
ホ
ル
モ
ン
な
ど
）
分
泌
に
も

リ
ズ
ム
が
あ
り
、
一
日
の
ど
の
時

間
帯
に
分
泌
さ
れ
る
か
が
決
ま
っ

て
い
ま
す
。

体
内
時
計
は
25
時
間

　

も
と
も
と
、
か
ら
だ
に
備
わ
っ

て
い
る
体
内
時
計
は
25
時
間
で

す
。
そ
れ
を
地
球
の
自
転
の
24
時

間
に
合
わ
せ
て
調
整
し
て
い
ま

す
。
か
ら
だ
の
25
時
間
の
リ
ズ
ム

を
、
24
時
間
に
合
わ
せ
る
手
が
か

り
（
同
調
因
子
）
の
中
で
最
も
重

満足するまで食べる
アイスクリームや
スナック菓子が好き

緑黄色野菜が嫌い 間食をよくする

自動車をよく使う

歯
の
は
な
し

「
め
ざ
そ
う
！
８
０
２
０
」

第
43
回

　ピンクのエプロンと三角巾がトレードマークのヘルスメイトさんたち。
　普段は、町内の子ども会や小学校へ出向き、子どもや高齢者向けの旬の素材を使った料理や昔ながらのおや
つなど、色々な工夫をこらして料理教室を開いているほか、ひとよし産業祭のウォーキング大会ではカルシウ
ムたっぷりの手作り弁当を参加者へ配布するなど、幅広く活動しています。今回は活動の一部を写真でご紹介
します。

ヘルスメイトの活動紹介

料理教室 ウォーキング大会で弁当配付

要
な
の
が
目
か
ら
入
る
光
で
す
。

　

体
内
時
計
の
仕
組
み
と
し
て
、

時
刻
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
さ

ま
ざ
ま
な
同
調
因
子
が
、
感
覚
器

を
通
し
て
脳
の
体
内
時
計
に
入
り

ま
す
。

　

体
内
時
計
の
振
子
は
元
々
25
時

間
周
期
で
す
か
ら
、
こ
れ
を
外
か

ら
伝
え
ら
れ
た
24
時
間
の
信
号
に

合
わ
せ
、
外
界
に
接
す
る
筋
肉
や

皮
膚
、
内
分
泌
腺
な
ど
に
伝
え
、

24
時
間
の
リ
ズ
ム
と
し
て
表
現
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
刻
合
わ
せ
は
、

毎
日
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
毎
朝
、
光
を
浴
び
る
こ
と
、

朝
食
を
と
る
こ
と
、起
床
や
通
勤
・

通
学
な
ど
の
行
動
、活
動
な
ど
が
、

か
ら
だ
の
リ
ズ
ム
を
整
え
る
た
め

に
重
要
な
こ
と
な
の
で
す
。

生
体
リ
ズ
ム
か
ら
見
た　
　
　
　

よ
い
生
活
習
慣
八
か
条

１
早
寝
・
早
起
き

　

①
毎
日
決
ま
っ
た
時
間
に
起
き

　
　

る

　

②
一
人
で
起
き
れ
る
よ
う
に
す

　
　

る

２
明
る
い
光
を

　

①
カ
ー
テ
ン
か
ら
差
し
込
む
朝

　
　

日
は
目
覚
め
が
よ
く
な
る

　

②
昼
間
に
は
、
日
光
浴
を

３
規
則
正
し
い
三
度
の
食
事

　
①
朝
食
は
生
体
時
計
の
ス
イ
ッ
チ

　

②
バ
ラ
ン
ス
良
い
食
事
で
、
よ

　
　

く
噛
ん
で
脳
を
活
発
に

４
毎
朝
の
排
便
の
習
慣

５
昼
間
に
は
十
分
な
遊
び
と
学
習

　
を

６
適
度
な
運
動
も

７
一
日
一
度
は
家
族
で
談
話

　

乳
幼
児
に
は
触
れ
あ
い
が
大
切

８
休
日
は
家
族
で
行
動

体温：早朝が低く、少しずつ上昇し夕方最も高
くなる／血圧：朝上昇して日中に高くなり、夜
から夜中にかけて低くなる／性ホルモンや成長
ホルモンの分泌：夜の睡眠中に高まる／自律神
経の働き：日中は交感神経（心身を活動的にす
る）の、夜間は副交感神経（心身をリラックス
させる）の働きが高まる

朝食は

生体時計のスイッチ
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医療のお話し市長の部屋

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
広
報
ひ
と
よ

し
の
記
事
を
ご
覧
に
な
っ
た
方
か

ら
お
便
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●

　

広
報
ひ
と
よ
し
ナ
ン
バ
ー

８
８
４
の
「
ひ
と
よ
し
大
好
き
友

愛
（
Ｕ
Ｉ
）
タ
ー
ン
」
を
拝
見
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
山
本
豊

さ
ん
・
久
子
さ
ん
の
Ｕ
タ
ー
ン
の

記
事
を
拝
読
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

私
の
思
い
を
書
か
せ
て
く
だ
さ

い
。

　

大
阪
で
半
世
紀
近
く
も
住
ん
で

い
る
私
に
と
っ
て
共
感
す
る
所
が

沢
山
あ
り
ま
し
た
。「
人
吉
市
で

暮
ら
し
て
み
て
ど
う
で
す
か
」
の

お
答
え
が
夜
の
星
が
き
れ
い
な
こ

と
と
人
吉
盆
地
山
々
の
こ
と
。
私

に
と
っ
て
も
素
晴
ら
し
い
の
一
言

に
尽
き
ま
す
。

　

水
郷
の
町
人
吉
に
生
ま
れ
育
っ

た
私
は
、
ふ
る
さ
と
が
大
好
き
で

す
。
球
磨
川
で
産
湯
を
つ
か
っ
た

と
ま
で
は
言
い
ま
せ
ん
が
幼
少
の

頃
、
夏
に
は
よ
く
泳
い
だ
も
の
で

す
。

　

そ
し
て
か
な
り
前
に
な
り
ま
す

が
、
子
ど
も
た
ち
が
小
さ
い
頃
、

帰
省
し
た
折
、
道
で
す
れ
違
う
中

学
生
の
方
が
あ
い
さ
つ
を
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　
「
お
母
さ
ん
知
っ
て
る
人
？
」

と
言
う
の
で
す
。即
座
に
私
は「
人

吉
の
方
は
知
ら
な
い
人
に
も
心
よ

く
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
だ
さ
る
ん

だ
よ
。
心
暖
か
く
気
持
ち
が
い
い

ね
」
と
言
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
し
た
。

　

私
も
小
学
校
を
卒
業
し
て
ち
ょ

う
ど
60
年
に
な
り
ま
す
。
戦
前
・

戦
中
・
戦
後
を
経
験
し
て
き
た
わ

け
で
す
が
、
物
品
が
無
に
等
し

か
っ
た
こ
と
だ
け
記
憶
に
残
っ
て

い
ま
す
。

　

昭
和
24
年
の
卒
業
な
の
で

二
・
四
瀬
（
西
瀬
）
会
と
、
地
元

の
方
々
の
協
力
を
得
て
発
足
し
て

２
年
位
に
な
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
は
遠
く
（
き
）
に
あ

り
て
思
う
も
の
で
し
ょ
う
ね
。

　

幼
い
こ
ろ
に
目
に
焼
き
付
い
た

山
々
、
す
き
と
お
る
空
の
青
、
そ

し
て
夜
空
の
星
の
ま
た
た
き
、
本

当
に
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

目
を
閉
じ
て
思
い
に
ふ
け
る

と
、
こ
ち
ら
で
は
味
わ
え
な
い
人

の
暖
か
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う

で
、
素
晴
ら
し
い
ふ
る
さ
と
人
吉

を
持
た
せ
て
い
た
だ
い
た
私
は

「
人
吉
は
皆
人
が
善
い
、
い
い
所

よ
」
と
大
声
で
い
い
ま
す
。

　

帰
省
の
折
は
お
茶
、
椎
茸
、
梅

干
し
、大
根
、ご
ぼ
う
、人
参
、き
ゅ

う
り
の
味
噌
漬
け
、
主
人
と
息
子

た
ち
の
為
に
焼
酎
を
お
土
産
に
し

て
い
ま
す
。（
温
泉
万
頭
も
で
す
）

　

人
吉
の
こ
の
良
さ
が
い
つ
ま
で

も
な
く
な
り
ま
せ
ん
よ
う
に
お
祈

り
し
て
い
ま
す
。

大
阪
市
在
住　
東 

冨
士
子

●

　

私
た
ち
が
誇
り
た
い
人
吉
の
良

い
と
こ
ろ
が
全
て
こ
の
お
手
紙
の

中
に
つ
ま
っ
て
い
ま
す
。
お
便
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

紙
面
で
多
く
の
人
び
と
に
共
感

し
て
い
た
だ
け
る
広
報
ひ
と
よ
し

を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
へ
の
市
民
の
皆
様

か
ら
の
お
た
よ
り
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　
広
報
ひ
と
よ
し
を
読
ん
だ
感
想

や
人
吉
へ
の
思
い
、
あ
な
た
の
ま

わ
り
で
起
こ
っ
た
身
近
な
出
来
事

な
ど
を
書
い
て
お
送
り
く
だ
さ

い
。

From the doctor 

From the Mayor 

４
月
の
あ
る
日
、
東
間
小
学

校
の
見
知
り
遠
足
で
の
仲
良

し
３
人
組
。

「
組
が
ち
が
っ
て
も
お
弁
当

は
一
緒
に
食
べ
る
の
。」

あ
ふ
れ
る
笑
顔

　

先
日
、
あ
る
会
合
で
市
長
さ
ん

が
「
出
来
れ
ば
１
０
０
歳
の
現
役

市
長
を
目
指
し
た
い
。」
と
話
を

さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
ジ
ョ
ー

ク
と
し
て
聞
き
な
が
さ
れ
ま
し
た

が
、
私
は
有
り
得
な
い
話
で
は
な

い
と
お
も
い
ま
し
た
。
１
０
０
歳

の
市
長
。
き
っ
と
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク

に
記
載
さ
れ
、
一
躍
人
吉
は
世
界

的
に
有
名
に
な
る
で
し
ょ
う
。
た

だ
し
禁
煙
が
条
件
で
す
。

　

人
間
は
何
歳
ま
で
生
き
ら
れ
る

で
し
ょ
う
か
。
今
の
と
こ
ろ
、
世

界
記
録
は
１
９
９
７
年
に
亡
く
な

ら
れ
た
フ
ラ
ン
ス
女
性
ジ
ャ
ン

ヌ
・
カ
ル
マ
ン
さ
ん
で
す
。

　

彼
女
は
１
８
７
５
年
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔

（
１
８
８
９
年
）
の
建
造
や
、
画

家
ゴ
ッ
ホ
の
こ
と
な
ど
を
良
く
憶

え
て
い
て
１
０
０
歳
ま
で
自
転
車

を
乗
り
回
し
ま
し
た
。
長
生
き
の

秘ひ
け
つ訣
を
尋
ね
る
と
病
気
を
し
な
い

こ
と
、
楽
し
い
こ
と
を
す
る
こ
と

と
答
え
ま
し
た
。

　

縄
文
時
代
の
平
均
寿
命
は
15
歳

で
し
た
。
昭
和
16
年
の
平
均
寿
命

が
48
歳
。
現
在
が
86
歳
。
昭
和
ま

で
の
１
万
年
間
よ
り
戦
後
60
年
間

の
寿
命
の
延
び
が
上
回
る
の
で

す
。
縄
文
時
代
も
現
代
人
も
遺
伝

子
に
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。
災

害
・
事
故
・
食
料
事
情
・
環
境
・

疾
病
こ
れ
ら
が
改
善
さ
れ
た
結
果

で
す
。
長
寿
遺
伝
子
は
確
か
に
存

在
し
ま
す
。
身
近
な
例
で
は
高
い

善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
Ｈ
Ｄ
Ｌ

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）
は
長
寿
の
家

系
に
多
い
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
た

事
実
で
す
。
タ
バ
コ
を
止
め
、
運

動
に
よ
っ
て
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
は
増
え
て
き
ま
す
。
一
卵

性
双
生
児
は
遺
伝
子
が
同
じ
で
す

が
、同
じ
寿
命
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
喫
煙
を
し
た
方
は
老
化
の

進
み
方
が
著
し
く
ひ
ど
い
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
動
物
の
寿
命

を
決
定
し
て
い
る
の
は
細
胞
分
裂

の
回
数
で
す
。
分
裂
回
数
は
動
物

の
種
類
で
異
な
り
、
ハ
ツ
カ
ネ
ズ

ミ
は
約
８
回
、
ウ
マ
は
30
回
、
ヒ

ト
60
回
、
カ
メ
１
０
０
回
と
言
わ

れ
ま
す
。
こ
れ
は
「
ヘ
イ
フ
リ
ッ

ク
の
限
界
」
と
し
て
知
ら
れ
、
ヒ

ト
の
場
合
60
回
分
裂
を
す
る
と
寿

命
と
な
り
ま
す
。
医
学
的
に
は
全

て
の
臓
器
が
病
気
か
ら
の
が
れ
、

順
調
に
60
回
の
分
裂
を
す
る
と

１
２
０
歳
と
な
り
ま
す
。
専
門
的

に
説
明
し
ま
す
と
細
胞
分
裂
の
も

と
に
な
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
ラ
セ
ン
状
に

な
っ
て
お
り
、分
裂
や
複
製
の
際
、

も
つ
れ
を
防
ぐ
ヒ
モ（
テ
ロ
メ
ア
）

が
Ｄ
Ｎ
Ａ
末
端
に
く
っ
付
い
て
い

て
、
分
裂
の
度
に
こ
れ
が
短
縮
し

て
い
き
、
60
回
で
擦
り
切
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
寿
命
を
迎
え

ま
す
。
元
気
で
長
生
き
す
る
為
に

は
、
テ
ロ
メ
ア
の
短
縮
を
防
ぎ
、

細
胞
の
分
裂
を
早
め
る
病
気
を
し

な
い
こ
と
。
身
近
に
出
来
る
こ
と

は
や
は
り
正
し
い
生
活
習
慣
を
守

る
こ
と
に
行
き
着
き
ま
す
。
健
康

寿
命
を
延
ば
す
研
究
を
は
じ
め
た

学
会
が
「
日
本
抗
加
齢
医
学
会
」

で
す
。
興
味
が
あ
る
方
は

http://w
w

w
.anti-aging.

gr.jp/

を
ご
覧
下
さ
い
。

　

最
後
に
健
康
寿
命
を
延
ば
す
ド

ク
タ
ー
ツ
ツ
ミ
の
健
康
10
訓
を
紹

介
し
ま
す
。

①
ア　
歩
き
ま
し
ょ
う
。

②
カ　
過
食
は
止
め
て
腹
８
分
。

③
サ　
酒
は
適
度
に
飲
み
ま
し
ょ

　

う
。

④
タ　
タ
バ
コ
は
百
害
一
利
な
し
。

⑤
ナ　
な
る
べ
く
塩
気
は
控
え
目

　

に
。

⑥
ハ　
は
っ
は
っ
は
と
笑
い
ま

　

し
ょ
う
。

⑦
マ　
真
面
目
に
薬
は
服
用
し
。

⑧
ヤ　
野
菜
タ
ッ
プ
リ
油
控
え

　

め
。

⑨
ラ　
ラ
ジ
オ
。
新
聞
に
興
味
も

　

ち
。

⑩
ワ　
若
さ
を
常
に
保
ち
ま
し
ょ

　

う
。

　

つ
い
に
、「
Ｓ
Ｌ
人
吉
」
が
や
っ

て
来
ま
し
た
ね
。
今
年
は
人
吉
に

と
っ
て
、
百
年
に
一
度
の
希
望
の

年
で
す
。
青
井
さ
ん
の
国
宝
に
続

い
て
、
Ｓ
Ｌ
は
ま
さ
に
天
の
恵
み

と
い
え
ま
す
。
地
域
の
宝
を
活
か

し
、
さ
わ
や
か
な
あ
い
さ
つ
で
お

客
様
を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。

　

私
の
つ
れ
づ
れ
の
雑
感
を
コ
ラ

ム
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
主
観
的
な
思
い
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の

コ
ラ
ム
は
ち
ょ
っ
と
い
い
話
を
集

め
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
三
月
に
試
運
転
で
初
め

て
Ｓ
Ｌ
が
来
た
時
の
お
話
で
す
。

建
設
部
職
員
た
ち
が
、
鍛
冶
屋
町

の
現
場
で
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

す
る
と
、
駅
の
方
面
に
も
く
も
く

と
黒
い
煙
が
空
を
覆
い
、
立
ち
昇
っ

て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。「
す

わ
、
火
事
だ
！
」
と
全
力
疾
走
で
、

駅
方
面
に
駆
け
出
し
て
ゆ
き
ま
し

た
。
息
せ
き
切
っ
て
、
煙
が
上
が
っ

て
い
る
駅
に
駆
け
込
む
と
、
な
ん

と
そ
の
黒
煙
は
、
Ｓ
Ｌ
が
吐
く
煙

で
し
た
。
Ｓ
Ｌ
が
試
運
転
で
人
吉

に
来
る
こ
と
は
、
彼
ら
に
は
知
ら

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
そ

れ
で
起
こ
っ
た
勘
違
い
で
し
た
が
、

「
火
事
だ
！
」
と
思
い
、
取
る
も

の
も
取
ら
ず
駅
に
駆
け
つ
け
た
職

員
た
ち
の
心
意
気
や
良
し
と
、
ほ

め
て
あ
げ
た
い
出
来
事
で
し
た
。

前
略広

報
ひ
と
よ
し
様

取
材
先
で
こ
ん
に
ち
は

今月のドクター

人吉医師会 会長　堤 悦朗

◎あて先
〒868–8601
人吉市麓町16番地
秘書課広報広聴係　　まで

※住所、氏名（ペンネーム可）、

年齢、性別を記入してください。

穂
ほ づ み

積　信
し ん ご

吾
都市計画課計画係

『早く一人前にな
れるように一日一
日を大切にして頑
張ります。』

「
長
寿
の
秘
訣
」

ひと好し ちょっといい話
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山里のおやつ
『赤きびのちまき』

　１日駅長を務めた青井幼
稚園の大野文

あきと

聖くん。たく
さんの人の視線を浴びる
中、右手をピンと真上に上
げて「出発進行！」。元気
よくできました。

KUMA-1・KUMA-2出発式
（４/１・人吉温泉駅）

広
報
ひ
と
よ
し
　
平
成
21
年
５
月
号
　
第
８
９
０
号

編
集
後
記

　

わ
が
編
集
室
に
は
「
市
民

が
元
気
に
な
る
広
報
、
市
民

の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
広
報
、
市

政
の
動
き
を
確
実
に
届
け
る

広
報
、
若
者
を
ひ
き
つ
け
る

広
報
を
目
指
し
ま
す
。」
と

張
り
紙
が
し
て
あ
り
ま
す
。

こ
の
４
月
で
２
年
目
に
入
っ

た
編
集
部
員
２
人
。
こ
れ
ま

で
以
上
に
皆
様
に
喜
ん
で
読

ん
で
い
た
だ
く
広
報
ひ
と
よ

し
を
目
指
し
た
い
と
張
り

切
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
広
報
ひ
と
よ
し
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
ご
感
想
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
広
報
ひ
と
よ
し
と

市
民
の
皆
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。　
　
（
す
み
こ
）

編
集
室
か
ら

❶水960ccに焼鮎を入れ一晩浸しておく。❷ ①を火にかけ沸騰寸前に焼鮎を取り出

す。❸ゴボウは皮をこさぎ、半月切りまたはいちょうぎりにして水に浸しておく。シイ

タケはもどして１cmの角切りにする。❹こさんタケノコはささがき、ニンジンはいちょ

う切り、ゆがいたワラビは1.5cmくらいに切る。❺ ②に③を入れ、ゴボウが煮えたら

④を入れ、しばらく煮て味付けをする。 ❻器についで、ゆがいた三つ葉を散らして完成。

　

人
吉
球
磨
の
郷

土
料
理
の
代
表
と

し
て
「
つ
ぼ
ん
汁
」

が
あ
り
ま
す
が
、
つ

ぼ
ん
汁
は
あ
く
ま

で
も
秋
か
ら
冬
に
採
れ
る
地
元
の

根
菜
類
を
使
っ
て
作
る
料
理
で
す
。

　

そ
こ
で
、
十
数
年
前
に
春
の
料

理
と
し
て
「
木ゆ

う
ば
じ
る

綿
葉
汁
」
が
町
お

こ
し
の
方
々
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ

ま
し
た
。

　

木
綿
葉
汁
と
は
球
磨
川
で
採
れ

た
鮎
の
だ
し
を
基
に
作
る
、
と
っ

て
も
さ
わ
や
か
な
お
つ
ゆ
物
で

す
。

　

球
磨
川
の
鮎
と
球
磨
の
山
地
で

育
つ
山
菜
類
を
使
っ
て
作
る
汁
物

に
、
古
来
球
磨
川
の
こ
と
を
「
木

綿
葉
汁
」
と
呼
ん
だ
こ
と
か
ら
命

名
さ
れ
ま
し
た
。

　

温
泉
祭
り
（
現
・
お
城
ま
つ
り
）

な
ど
で
２
・
３
回
皆
様
に
味
わ
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
近
頃
影

が
う
す
く
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

今
回
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
最
初
に

当
り
、
今
ま
さ
に
旬
を
迎
え
て
い

ま
す
「
筍
、
わ
ら
び
、
三
つ
葉
」

な
ど
の
山
菜
を
焼
鮎
で
一
晩
か
け

て
じ
っ
く
り
取
っ
た
だ
し
で
作
っ

た
木
綿
葉
汁
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
新
た
に
郷
土
料
理
と

し
て
可
愛
が
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

木
ゆ う ば じ る

綿葉汁

春
に
ぴ
っ
た
り
の
、

さ
わ
や
か
な
お
つ
ゆ

ひとよし女性の会 会長
馬場 佳代子さん

水（960cc）／焼鮎（１匹）／こさんタケノコ（120g）／もどしたシイタケ（乾燥３枚）

（32g）／ワラビ（40g）／ニンジン（40g）／ゴボウ（24g）／薄口しょうゆ（大さじ３）

塩（小さじ１）／酒（大さじ１）／みりん（小さじ１）／三つ葉（適量）

【材　料】
（４人分）

【作り方】

レシピ

〔
ひ
と
よ
し
の
ご
ち
そ
う
〕

作った人
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